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記事内容

１

第 ３ 回 連 隊 集 中 野 営

師団検閲に向け連隊長より訓練目標が示されました。
【訓練目標】

「隊員自ら状況判断、チームワークを発揮し、衛星・ドローン等の現代戦におけ
る脅威を共有、対処しつつ、師団・各部隊の構想に基づき、戦闘の終止を通じて
柔軟性ある兵站・衛生支援をし得る第３後方支援連隊」

Ｇ Ｂ Ｄ偽装

「がんばろー師団検閲」
分散 対ドローン

Ｇ Ｂ Ｄ

指揮官会議前方支援隊

推 進除染隊

令
和
８
年
９
月
25
日
（
金
）
か
ら
29
日
（
火
）
ま
で

の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
第
３
回
連
隊
集
中

野
営
を
行
い
ま
し
た
。

師
団
検
閲
前
の
最
後
と
な
る
連
隊
集
中
野
営
と
し
て

連
隊
長
を
核
心
に
各
部
隊
が
「
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
」
に

な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

キャッチコピー



２

新
隊
員
特
技
課
程

「装 輪」

「衛 生」

令
和
８
年
７
月
２
日
か
ら
９
月

９
日
ま
で
の
間
、
新
隊
員
特
技
課

程
「
装
輪
」
の
教
育
を
第
１
整
備

大
隊
が
実
施
し
ま
し
た
。

教
育
間
に
お
い
て
学
ん
だ
知
識

の
習
得
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、

２
回
の
課
目
試
験
が
行
わ
れ
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

修
了
式
で
は
、
西
山
２
士
が

「
優
秀
賞
」
を
大
隊
長
よ
り
受
賞

し
ま
し
た
。

新
隊
員
は
装
輪
車
整
備
に
お
け

る
知
識
及
び
技
能
を
身
に
つ
け
第

１
整
備
大
隊
及
び
第
２
整
備
大
隊

の
各
部
隊
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
。教育開始式

修了式 課目試験

初めての担架搬送

修了式 総合訓練での担架搬送

令
和
８
年
７
月
３
日
か
ら
９
月

16
日
ま
で
の
間
、
新
隊
員
特
技
課

程
「
衛
生
」
の
教
育
を
衛
生
隊
が

実
施
し
ま
し
た
。

教
育
間
に
お
い
て
衛
生
救
護
員

及
び
中
隊
救
護
員
と
し
て
必
要
な

担
架
搬
送
等
の
練
成
及
び
傷
害
疾

病
や
応
急
処
置
等
の
教
育
を
行
い

ま
し
た
。

総
合
訓
練
で
は
患
者
発
生
か
ら

後
送
ま
で
を
こ
れ
ま
で
の
教
育
か

ら
得
た
知
識
及
び
ご
能
を
発
揮
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

修
了
式
で
は
一
緒
に
学
ん
で
き

た
同
期
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が

ら
教
育
を
修
了
し
ま
し
た
。

新
隊
員
は
第
３
師
団
の
各
部
隊

へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
。



３

７月５日 阪神基地サマーフェスタ
（阪神基地）

７月２０日 わいわいフェスティバル
（丹波篠山市）

装 備 品 展 示
様々な地域において各地方協力本部が実施する装備品展示の支援を

実施し、自衛隊に対する理解の促進及び親近感の醸成を図りました。

８月２３日 防災イベント
（イオンモール神戸南）

８月２５日 ２６たのしく学ぶ防災減災
（イオンモール伊丹）

９月２０日 大阪電通学園祭
（大阪電気通信大学）



４

「
課
外
の
有
意
義
な
使
い
方
」
連
隊
本
部

中
村
３
尉

私
は
、
第
３
後
方
支
援
連
隊
連
隊
本
部
第
４
科
で
勤
務
し
て
い

る
中
村
３
尉
で
す
。
私
に
は
、
趣
味
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
特

に
オ
ス
ス
メ
の
静
と
動
の
趣
味
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
つ
目
は
読
書
（
静
）
で
す
。
読
書
の
利
点
は
場
所
を
問
わ

ず
に
楽
し
め
る
こ
と
で
す
。
最
近
で
は
電
子
書
籍
も
あ
り
、
通
勤

等
の
移
動
中
や
雨
で
出
掛
け
る
の
が
億
劫
な
日
で
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
私
の
読
書
の
楽
し
み
方
は
、

（
声
に
出
し
ま
せ
ん
が
）
心
の
中
で
音
読

し
、
文
字
が
描
く
情
景
や
登
場
人
物
の
気

持
ち
を
追
体
験
し
な
が
ら
そ
の
作
品
を
読

む
こ
と
で
す
。

ふ
た
つ
目
は
バ
イ
ク
（
動
）
で
す
。
今

年
の
春
に
大
型
自
動
二
輪
の
免
許
を
取
得

し
、
通
勤
に
も
バ
イ
ク
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
バ
イ
ク
の
オ
ス
ス
メ
ポ
イ
ン
ト
は
、

走
行
中
の
風
や
匂
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
臨
場
感
と
、
週
末
の
度
に
「
ど
こ
に

行
こ
う
か
」
と
考
え
る
だ
け
で
も
息
抜
き

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
本
に

触
れ
て
、
バ
イ
ク
で
い
ろ
ん
な
所
に
行
き
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て

勤
務
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
初
心
を
振
り
返
る
」
第
２
整
備
大
隊

山
里
３
曹

今
年
度
よ
り
、
大
隊
長
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
勤
務
す
る
中
で
、

自
教
を
卒
業
し
た
直
後
の
気
持
ち
を
振
り
返
る
事
が
あ
り
ま
す
。

当
時
は
運
転
技
術
や
経
験
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
教
で
学

ん
だ
事
を
真
面
目
に
実
行
し
よ
う
と
心
に
決
め
、
整
備
や
訓
練
で

の
経
験
を
重
ね
る
事
で
少
し
ず
つ
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
で
は
、
大
隊
長
を
目
的
地
ま
で
安
全
に
輸
送
す
る
重
要

な
任
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
慣
れ
が
出
る
と
基
本
が
疎
か
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
安
全
運
転
と
責
任
感
を
忘
れ
無
い
様
、
初
心
を
忘

れ
ず
信
頼
さ
れ
る
操
縦
手
を
目
指
し
努
力
し
ま
す
。

「
入
隊
動
機
」
輸
送
隊

梶
本
１
士

私
は
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
す
る
前

は
航
空
自
衛
隊
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
航
空
自
衛
隊
所
属
時
、
豪
雨
災

害
が
あ
り
被
災
し
な
が
ら
も
部
隊
と

し
て
災
害
派
遣
に
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
私
の
立

場
で
は
災
害
派
遣
に
従
事
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
何
も
で
き
な
い
無
力
さ

が
悔
し
く
て
陸
上
自
衛
隊
に
環
境
を

変
え
入
隊
し
ま
し
た
。
車
の
運
転
が

好
き
な
私
は
輸
送
科
を
希
望
し
、
私

の
希
望
通
り
輸
送
隊
に
配
属
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
早
く
部
隊
の

即
戦
力
と
な
り
、
災
害
派
遣
が
あ
っ

た
際
は
、
食
料
や
生
活
用
品
と
一
緒

に
「
温
か
い
心
」
も
届
け
ら
れ
る
よ

う
な
輸
送
科
隊
員
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
」
第
１
整
備
大
隊

成
田
１
士

自
衛
隊
に
入
隊
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
「
出
会
い
」
で
す
。

私
は
入
隊
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
学
歴
の
同
期
や
転

職
な
ど
を
経
験
し
た
異
な
る
価
値
観
を
持
っ
た
人
達
と
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

一
緒
に
厳
し
い
訓
練
に
取
組
む
う
ち
に
、
今
ま
で
自
分
に
無

か
っ
た
新
し
い
視
点
や
、
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
得
た
刺
激
や
広
い
視
野
を
自
分
の
強
み
に
変
え
て
、

こ
れ
か
ら
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
全
力
で
任
務
に
取
り
組
み
、
一
歩
一

歩
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。



５

「

課
外
の
有
意
義
な
使
い
方
」
第
２
整
備
大
隊

花
川
２
尉

課
外
時
間
は
、
心
身
の
練
成
と
自
己
研
鑽
を
図
る
た
め
の
貴
重
な
機

会
で
す
。

私
は
休
日
や
勤
務
終
了
後
の
時
間
を
活
用
し
、
琵
琶
湖
周
辺
に
お
い

て
駆
け
足
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
広
大
な
湖
面
や
四
季
折
々
の
景
色

を
眺
め
な
が
ら
走
る
こ
と
で
体
力
の
維
持
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
気
分
転

換
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目
標
距
離
や

タ
イ
ム
を
設
定
し
て
継
続
す
る
こ
と
で
、
忍
耐
力
の
向
上
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
心
身
と
も
に
充
実
し
た
状
態
で
任
務
に
臨
め
る

よ
う
有
意
義
な
課
外
時
間
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
散
歩
か
ら

で
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
一
瞬
に
魅
か
れ
て]

補
給
隊

小
田
２
曹

私
達
は
そ
の
一
瞬
を
頭
の
中
で
記
憶
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
そ
の
一
瞬
は
文
字
の
如
く
、
一
瞬
で
し
か
な
い
。
私
は
自
分
の

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
こ
と
で
そ
の
一
瞬
を
生
み
出
し
て
い
る
。

写
真
の
中
は
当
然
に
時
間
が
停
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
写
真
で
写
る

一
瞬
に
は
力
強
く
、
悲
し
く
、
楽
し
い
物
語
が
あ
る
。
な
ん
と
一
瞬
は

魅
力
的
な
ん
だ
。

一
生
に
一
度
し
か
な
い
人
生
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
私
は
、

生
き
て
い
る
感
覚
を
感
じ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
一
瞬
が
そ
の
感

覚
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
魅
力
的
な
ん
だ
。

カ
メ
ラ
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
こ
と
約
２
０
年
、
生
き
て
い
る
感
覚

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
一
瞬
を
表
現
で
き
る
写
真
は
、
私
の
人
生
に

活
力
と
彩
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

作品名
魔法使いにあこがれて

作品名
ハッピーアワー

「
私
の
職
務
」
第
２
整
備
大
隊

西
村
士
長

私
は
第
２
整
備
大
隊
高
射
直
接
支
援
隊
に
所
属
し
て

お
り
、
日
々
の
業
務
は
、
整
備
小
隊
・
火
器
車
両
整
備

班
で
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
主
特
技
は
火
器
整
備

な
の
で
す
が
、
部
隊
配
置
後
に
装
輪
整
備
特
技
を
取
得

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
火
器
整
備
手
兼
装
輪
車
整
備
手
と

し
て
、
ま
た
一
昨
年
、
鍛
造
工
作
特
技
を
取
得
し
、
あ

の
大
谷
翔
平
も
ビ
ッ
ク
リ
の
三
刀
流
で
日
々
、
整
備
業

務
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

日
々
様
々
な
整
備
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、
「
ど
ん

な
整
備
も
西
村
に
お
任
せ
あ
れ
！
！
」
と
い
う
プ
ラ
イ

ド
を
も
っ
て
整
備
に
臨
ん
で
い
ま
す
が
、
整
備
の
難
し

さ
を
痛
感
す
る
場
面
も
多
々
あ
り
悩
む
時
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
整
備
班
の
上
司
・
先
輩
方
々
の
助
言
や
協

力
も
あ
り
、
整
備
を
完
了
し
た
時
の
充
実
感
・
達
成
感

と
い
っ
た
感
情
も
そ
れ
以
上
に
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
日
々
の
様
々
な
整
備
業
務
を
経
験
し
て
い
く

中
で
、
職
人
と
し
て
の
向
上
心
を
持
ち
、
自
ら
知
識
・

技
能
の
錬
磨
に
励
み
部
隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
で
す
。

検
閲
へ
向
け
て

「
Ｇ
Ｂ
Ｄ
」



６

「
期
待
の
新
人
を
紹
介
」
補
給
隊

塩
川
３
尉

昨
年
度
２
月
に
補
給
隊
需
品
補
給
小
隊
に
新
隊
員
と
し
て
配
属
さ
れ
た
奥
野

１
士
を
一
問
一
答
形
式
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①

入
隊
の
動
機
は
？

前
職
を
辞
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
人
を
探
し
て
い
た
際
、
広
報
官
と
お

話
し
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
自
衛
隊
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、

興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
入
隊
し
ま
し
た
。

②

部
隊
の
印
象
は
？

経
験
や
知
識
が
豊
富
な
先
輩
方
ば
か
り
で
、
学
び
の
多
い
部
隊
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

③

仕
事
を
す
る
上
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

何
事
に
も
自
分
か
ら
積
極
的
に
動
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

分
か
ら
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に
確
認
し
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。

④

休
日
の
過
ご
し
方
は
？

休
日
は
、
娘
と
ピ
ア
ノ
や
お
絵
描
き
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

先
輩
と
バ
イ
ク
で
温
泉
に
行
く
な
ど
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

⑤

最
後
に
一
言

陸
曹
に
な
る
た
め
に
も
、
日
々
新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
い
ち
早
く
部

隊
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
！

私
も
含
め
伸
び
し
ろ
し
か
な
い
奥
野
１
士
の
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
と
活

躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
！

記事作成者 塩川３尉

燃料給油所で勤務する奥野１士

「
後
輩
隊
員
の
紹
介
」
輸
送
隊

宮
村
曹
長

今
回
は
私
の
尊
敬
す
る
後
輩
「
輸
送
隊

塩
田

曹
長
」
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
私
と
塩
田
曹
長
の
出
会
い
は
前
所
属
部

隊
（
豊
中
分
屯
地
）
で
出
会
い
ま
し
た
。
陸
士
時

代
か
ら
の
付
き
合
い
な
の
で
約
２
３
年
の
付
き
合

い
に
な
り
ま
す
。
塩
田
曹
長
の
性
格
は
社
交
的
、

几
帳
面
な
性
格
で
勤
務
・
訓
練
に
お
い
て
も
丁
寧

で
何
が
あ
っ
て
も
最
後
ま
で
や
り
き
る
、
そ
ん
な

性
格
で
す
。

ま
た
、
他
の
隊
員
が
困
っ
て
い
た
ら
自
分
の
仕

事
は
後
回
し
に
し
て
で
も
助
け
て
く
れ
る
頼
も
し

い
隊
員
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
い
つ
も

遅
く
ま
で
残
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
家
族
を

大
切
に
し
て
い
る
塩
田
曹
長
を
少
し
心
配
し
ま
す
。

趣
味
も
多
彩
で
音
楽
（
他
駐
屯
地
の
行
事
で
ラ
イ

ブ
し
て
ま
す
！
）
、
野
菜
作
り
・
料
理
（
息
子
と

作
っ
た
野
菜
を
調
理
し
て
み
ん
な
に
配
っ
た
り
し

て
ま
す
。
美
味
し
す
ぎ
ま
す
！
）
等
、
人
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
多
く
の
趣
味
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
そ
ん
な
塩
田
曹
長
も
お
酒
を
飲
む
と

話
し
が
長
く
、
ち
ょ
っ
と
し
ん
ど
い
の
が
玉
に
瑕

で
あ
り
ま
す
（
昔
は
先
輩
と
口
論
が
多
か
っ
た
よ

う
な…

）
。

私
に
と
っ
て
も
輸
送
隊
に
と
っ
て
も
特
別
な
存

在
「
塩
田
曹
長
（
次
期
輸
送
隊
先
任
上
級
曹

長
）
」
を
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

特大型トラックの運転をする塩田曹長 野菜作りの塩田曹長

記事作成者
宮村曹長



令
和
８
年
８
月
６
日
（
木
）
千
僧
駐
屯
地
納
涼
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
連
隊
に
対
し
て
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
部
外
協
力
者
等
を
招
待
す
る
と

と
も
に
部
隊
、
隊
員
、
家
族
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
部
隊
踊
り
の
部
で
は
教
育
中
の
新
隊
員
特
技
課
程
「
装
輪
」
及
び
「
衛
生
」
の
隊

員
が
来
場
し
た
ち
び
っ
こ
た
ち
と
一
緒
に
踊
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

７

人

事

往

来

転

出
連
隊
本
部

３
佐

佐
藤

貴
彦

後
支
校

（
土
浦
）

１
尉

山
中

剛

千
僧
駐
業

本
部
付
隊

３
尉

田
浦

勝
裕

中
方
シ
通
群

（
徳
島
）

２
曹

徳
重

謙
一

３
師
付

（
千
僧
）

第
１
整
備
大
隊

２
佐

石
原

伊
織

陸
幕
装
計

（
市
ヶ
谷
）

１
曹

笹
地

洋
志

北
方
後
支

（
上
富
良
野
）

１
曹

深
川

優
真

補
給
本
部

（
十
条
）

３
曹

大
久
保

颯
人

８
後
支
連

（
北
熊
本
）

３
曹

北
村

尚
士

補
給
本
部

（
十
条
）

１
士

早
川

和
志

７
普
連

（
福
知
山
）

第
２
整
備
大
隊

曹
長

今
井

伸
行

中
方
特
連

（
姫
路
）

３
曹

松
本

健
司

北
方
後
支

（
岩
見
沢
）

補
給
隊

１
尉

宮
崎

陽
可
竜

陸
上
総
隊

（
座
間
）

２
尉

松
場

正
子

３
師
付

（
千
僧
）

１
曹

上
村

巌

那
覇
駐
業

輸
送
隊

３
曹

東

真
也

３
師
付

（
千
僧
）

衛
生
隊

２
尉

清
家

久
生

出
雲
駐
業

２
尉

渥
美

貴
暁

1
0

後
支
後
支
連
（
春
日
井
）

２
曹

尾
脇

拓
哉

４
曹
教

（
信
太
山
）

３
曹

東
出

悠
里
菜

北
方
衛

（
真
駒
内
）

千僧駐屯地納涼行事

駐屯地司令との乾杯 連隊ＯＢ会との乾杯

接遇の勤務員 部隊踊りの部

ドローンショー ゴミステーションの勤務員 手荷物検査の勤務員

転

入
連
隊
本
部

１
尉

北
川

博
樹

後
支
校

（
土
浦
）

１
尉

川
島

達
生

12
旅
司

（
相
馬
原
）



８

新
配
置
隊
員

第
１
整
備
大
隊

２
士

西
山

優
希

（
火
車
）

２
士

田
中

剣
矢

（
施
設
）

２
士

澁
谷

柊
一

（
施
設
）

第
２
整
備
大
隊

２
士

古
山

奏

（
１
Ｄ
Ｓ
）

２
士

髙
濵

慎
吾

（
２
Ｄ
Ｓ
）

２
士

木
村

萌

（
２
Ｄ
Ｓ
）

２
士

小
倉

隆
聖

（
３
Ｄ
Ｓ
）

２
士

遠
岳

義
親

（
３
Ｄ
Ｓ
）

２
士

濱
野

晃
輔
（
Ａ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）

衛
生
隊

２
士

阿
瀬
知

瑞
希

昇
任
者

２
等
陸
曹
へ

森
本

寛
祟

補
給
隊

紺
野

亜
弥

補
給
隊

渡
辺

哉
汰

輸
送
隊

３
等
陸
曹
へ

沖
山

真
帆

１
整
大

後
藤

希
颯

１
整
大

川
口

裕
也

１
整
大

山
中

忍

２
整
大

森
山

睦
生

２
整
大

山
本

瑛
天

２
整
大

塩
谷

雅
人

２
整
大

近
藤

碧
衣

２
整
大

須
賀

和

２
整
大

本
田

希
妃

２
整
大

藤
田

嵩
輝

２
整
大

表
野

稜
汰

補
給
隊

榮

風
歌

補
給
隊

川
上

聡
輝

輸
送
隊

昇
任
者

１
等
陸
尉
へ

東

知
勇

２
整
大

中
野

結
生

２
整
大

２
等
陸
尉
へ

永
田

憲
史

連
隊
本
部

中
村

遼

１
整
大

中
村

建
太

１
整
大

宮
田

雄
史

輸
送
隊

竹
内

一
真

衛
生
隊

３
等
陸
尉
へ

新
田

直
美

輸
送
隊

准
陸
尉
へ

平
野

隆

本
部
付
隊

阿
部

博
光

２
整
大

寺
井

剛

１
整
大

陸
曹
長
へ

熊
谷

真
一

本
部
付
隊

摺
建

竜
之
介

本
部
付
隊

西
川

忠
一

２
整
大

橋
本

一
生

２
整
大

前
川

友
博

補
給
隊

青
木

一
浩

衛
生
隊

１
等
陸
曹
へ

山
本

裕
加

１
整
大

松
山

忠
幸

１
整
大

城
戸

大
志

１
整
大

高
倉

康
公

２
整
大

岸
田

宏
人

２
整
大

２
等
陸
曹
へ

奥
居

滋

本
部
付
隊

野
呂

亜
嵐

１
整
大

宇
治
野

愛

２
整
大

藤
森

健
太

２
整
大

石
井

秀
也

２
整
大

小
西

解
信

補
給
隊

転

入
本
部
付
隊

３
尉

森
山

仁

中
方
シ
通
群

（
姫
路
）

曹
長

合
志

英
之

中
方
付

（
伊
丹
）

３
曹

小
山

匠

３
偵
戦
大

（
今
津
）

第
１
整
備
大
隊

２
佐

中
村

要

補
給
本
部

（
十
条
）

准
尉

松
木

充

補
給
本
部

（
十
条
）

３
曹

増
田

孝
行

北
海
道
処

（
島
松
）

第
２
整
備
大
隊

１
曹

森
下

泰
成

関
西
処

（
桂
）

２
曹

立
田

勝
己

西
方
後
支

（
湯
布
院
）

補
給
隊

３
佐

永
田

紘
一

８
師
司

（
北
熊
本
）

３
尉

塩
川

愛
実

２
後
支
連

（
旭
川
）

輸
送
隊

１
曹

湯
之
上

良

北
海
道
処

（
島
松
）

衛
生
隊

２
尉

古
谷

太
樹

仙
台
病
院

（
仙
台
）

２
曹

岡
林

瑛
介

富
士
学
校

（
富
士
）

３
曹

大
林

和
樹

中
方
航

（
八
尾
）

連
隊
内
異
動

第
２
整
備
大
隊

２
曹

伊
藤

通
将

２
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｄ
Ｓ
か
ら

３
曹

堀
井

加
奈

２
Ｍ
本
付
か
ら

１
士

奥
本

葉
奈

２
Ｍ
Ｒ
Ｃ
Ｄ
Ｓ
か
ら

が ん ば ろ ー 師 団 検 閲
Ｇ Ｂ Ｄ

定
年
退
官
者

３
佐

宮
﨑

慎
也

輸
送
隊

４
月
３
日
付

１
曹

篠
原

雅
博

本
部
付
隊

４
月
４
日
付

曹
長

奥
野

真
吾

２
整
大

４
月
17
日
付

１
曹

串

圭
三

２
整
大

５
月
15
日
付

３
佐

山
本

淳
一

連
隊
本
部

５
月
24
日
付

２
曹

金
本

豊
志

１
整
大

６
月
４
日
付

曹
長

川
東

和
人

輸
送
隊

９
月
21
日
付
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